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編集後記

384 No Shinkei Geka・40巻 4号・2012年 4月

　本号にも毎号と同じように，加藤庸子先生からの扉，園田順彦先生の IDH遺伝子

異常に関する総説，寳金清博先生による合併症についてのシステマティックレ

ビュー，ICG螢光血管撮影の知見に関する original article，腰椎椎間孔部病変への手

術，脳卒中後疼痛に対する dual lead SCS に関する technical note，そして 5編の症例報

告など，多彩な内容が盛り込まれている．

　さて，私事で恐縮ではあるが，日本脳神経外科学会の機関誌である「Neurologia 

medico-chirurgica（NMC）」の編集委員長に昨年就任するにあたり，その創刊号に掲

載されていた中田瑞穂先生と荒木千里先生のご寄稿を拝読した．そこには学会創立当

初は本誌「脳神経外科」，「脳と神経」などの出版医学雑誌の力を借りていたが，漸く

機関誌の創刊にこぎつけたという喜びが記されており，本誌が本邦の脳神経外科の発

展に大きな貢献をしてきたことを再認識した．私も医師になって以来，毎月本誌に注

目してきた．

　しかしながら，年月を経て本誌を巡る環境には大きな変化があることは否めない．

日本脳神経外科学会の機関誌「NMC」と日本脳神経外科コングレスの機関誌である

「脳神経外科ジャーナル」があり，今後両誌はさらに密接に連携し，和英の兄弟誌と

して本邦の脳神経外科を引っ張っていくであろう．Subdivision の関連学会はそれぞれ

の機関誌をもつ．よりビジュアルな読み物としての配慮で編集がなされている他の出

版雑誌もある．そのような中では，伝統ある本誌「脳神経外科」といえども，今日に

おいて目指すべき特色を問い直さなければならない難しい時期に来ている．おそらく

はそのような状況から，これまで本誌においては存在しなかった編集委員長という役

職が発刊から 40 年近く経て漸く新設され，佐々木富男教授が就任されることになっ

たものと考えられる．ちょうど 3月号の編集後記で，𠮷田一成教授が母国語による症
例報告の有用性を指摘されていたが，そこに今後の活路を求めるのも一案であるよう

に思われる．

宮本　享
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